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天然記念物隠岐島産クロキヅタの

遊走細胞とその放出について

梶村光男*

M. KAJIMURA:臼1swarmer production and discharge in Caulerpa scal-

pellifo~is (R. BR.) AG. var. denticulata (DECSN.) WEBER VAN BOSSE 

from the Oki Islands， Shirnane Prefecture. 

Caulerpa scalpellifo~is var. denticulataの成熟体に papil1ae が形成されるこ

とは萩原修・広瀬弘幸1) が見ている。一方 C.scalρellザ'o~is では ARWIDSSON2) が

papil1aeの形成を報告しているが，その記載は特異である。筆者は 1969年6月上旬から 8

月上旬に至る期間に隠岐君随浦で本種の遊走細胞形成と放出などを観察し新らしい知見を

得たのでここに報告する。

本稿を草するに当り御指導と校閲を賜わった恩師北海道大学名誉教授時田節博士なら

びに便宜を戴いた烏根大学文理学部生物学教室大氏正己，西上一義両教授に心から感謝の

意を表します。

材料と方法

材料は菱浦湾西岸及び中央埠頭の低潮臨付近から水深約3r.nに至る砂泥海底と東に面

した埠頭のコンクリート面に密生する槌物体でプラスチックス製標識板又はペンキであら

かじめ標識的した湾西岸の2つの群落と埠頭の4つの群落の中から採集した。

観察は各若手落について肉眼的に5回 (6月 1日， 7月6日， 20日 8月 1日. 10日〉
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行なったほか，室内指養により肉眼的観察と検鏡を行なった。培養は，滅菌Fヨ過海水を入

れた10&入り のタンクを室温 (20-310C)のもとで，直射日光を避けた場所に置いて行な

っfこ。

結果及び考察

6月1日の観察ではいずれの群落にも成熟体は認められず，若返りも見られなかっ

た。 7 月 6 日の観察では埠頭の群落は 6 月 1 日と殆ど同様であったが， 湾西岸の群~~の陽

に当る部分には成熱体が僅かに見られ， papillaeは単条で長さ約 1棚，太さ 200μ，原形

質は緑褐色の網状ないし不規則な斑状を呈した。 7月20日の観察では埠頭の群落は前回と

殆ど変らず，湾西岸の群落は大半が成黙し，遊定細胞をすでに放出したものも見られた。

B月1日にも余り変化は見られなかったが 8月10日には大部分の個体がすでに放出を終

え，未熟部には顕著な若返りの開始が認められた。

papillaeの形成は，成熟部の色素体や澱粉粒が集合して波状のl派の入乱れたような様

相を呈する頃に始まる。先ず白色の斑点状を呈する個所が次第に体表面に隆起して単条の

papillaeとなり，続いて 2-3叉状を呈するものが多く現われ，更に分岐を重ねて樹枝状

ないし鹿角状を呈する。 1餐茎音jlにできるものは殆どが単条である。春に生長した葉状部の

両面には散在して出来ることが多く，夏の禁状部では縁辺や先端部に集合的に形成される

ことがある (Fig.1)。長さ 47n!4，太さ300μに達するものが見られ，膜は薄く，厚さは均

一，あるいは基部で 1.0μ，先端部で 0.5μ の乙とがあり ，trabecu laeは全く認められなか

Figs. 1 & 2 . Caule，~ρa scalPellifoγnus var. dellticulata from 

Hishiura Bay， the Oki Islands. 1， Part of a fresh mature 

specimen collected on JlIly 20th， 1969， showing initial 

stage of papi lIae formation along the apical and lateral 

margins of frond. 2， Showing a dendroid papilla on a 

frond collected on AlIgust 1 st， 1969 
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Fig. 3. Caulerpa scalpelliformis var. denticulata. Showing 

variations in shape of papillae， observed in specimens 

colIected on August 1 st， 1969. 

った (Figs.2， 3) 0 papilIaeが樹枝状となるのは培養した個体に顕著である。 papillae

は生長が早く，長さ1.51II1IIに達するのに2僻間を要しなかった。

遊走細胞の放出は早朝に多く，他の時間にもわずかながら見られた。放出物はただち

に水中に分散して水がにどることが多かったが，又糊状となって基物に付着するとともあ

った。 1成熟業の内容物は唯1回で全部放出されるが，時には 1部が体内に残ることもあ

る。放出を終って無色となった部分は2日間位原

形を保ち， papilIaeの脱落も少ないが，その後，

非常に柔軟となって形がくずれ， papilIaeは脱落

して基部を残し，あるいは残さない。

放出された遊定細胞は球形ー紡錘形を呈し，

大きさは 3.6x1.8μから6.8x3.2μ まであるが，

大小2種に区別するととは困難である。 7月23

日，放出4時間後の観察では，縦毛2本のものの

ほか 1本文は2本がすでに脱落したものが見ら

れ，色素体は形態が明瞭でないものがあり，眼点

は明瞭でなかった (Fig.4)。

上記の如く本種は papil1ae が普通単条であ

るが， 2-3又状，樹枝状，鹿角状のこともある

Fig. 4. Caulerpa scalpell~シformis
var. denticulata. Showing 
variationsin shape of 

swarmers， ab.out 4 hours 

after discharge， observed 

on July 23rd， 1969. x 1800 

点で. C. peltata var. macrodisca.4} C. prolifera.4}州 }C.ollivieri，のC.scalpelliformis，2} 

C. brachypus，7) C. taxifolia，8} C. cupressoides var. typica.9} C. okamurailO}と異なり，

又 papillaeに trabeculae が全く見られない点で C.prolifera4}と異なる。埠頭の東に面

するコンクリートの面に生育する未熟植物体はタンク内に養っても成熟せず，これは日射

量が湾西岸に比してずっと少ないことが原因であろう。本種の成熟は水温だけでなく，照
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度にも左右されると考えられる。

Summary 

In this paper are described the results of my observations during the period ranging 

from early June to early August， 1969， on Cauleゆascal pellifo門nis(R. BR.) AG. 

var. denticulata (DECSN.) WEBER V AN BOSSE collected at Hishiura Bay in the Oki 

Islands (360 5' 54" N.L.，1330 4' 42" E. L.). 

Papillae， up to 4 mm long， are formed on rhizome as well as on erect frond， 

usually simple but sometimes forked repeatedly， up to even more than four times. It 

took less than 24 hours for a papilla to grow from the start to the lengtl:i of 1.5 mm. 

Discharged swarmers show considerable variation百 inmorphology but they can not be 

divided into two groups. Maturation of this alga is concluded from evidences to be 

a妊ectednot only by temperature but also by insolation. 
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(訂正)

本誌17巻 3号 P.100下より 13~14行自の íO.8xO.5μ から大は1.2x 1.0.uJを i3.6

X2.3μ から大は 5.4x4.5μ まで」と訂正します。同101頁の図5及び図6内のスケーノレ

i1.6μ」を i7.2ρ」と訂正します。




